業界横断2015-3-02

２０１5年度 第2回国際／業界横断EDIタスクフォース 議事録(案)




　

国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2015年7月7日（火） 14：00～16：00
２．開催場所　：　機械振興会館6階　6-62会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）
　　　幹事会員　　　兼子　邦彦　　　小島プレス工業株式会社
　　　特別会員　　　石垣　　充　　　一般財団法人日本貿易関係手続簡素化協会

　　　幹事会員　　　河野　祐一　　　住友化学株式会社
　　　幹事会員　　　遠城　秀和　　　NTTデータシステム技研株式会社
　　　幹事会員　　　稲野　清治　　　株式会社グローバルワイズ
　　　幹事会員　　　藤野　裕司　　　株式会社データ・アプリケーション
　　　正会員　　　　長瀬　嘉秀　　　株式会社テクノロジックアート

　　　正会員　　　　加藤　重雄　　　パティオシステムズ株式会社

　　　正会員　　　　今井　英貴　　　株式会社オージス総研

　　　正会員　　　　松本　俊男　　　株式会社プラネット

　　　正会員　　　　川路　義隆　　　有限会社スクラッチソフト

　　　賛助会員　　　川内　晟宏　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
　　　賛助会員　　　佐々木裕一　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

　　　賛助会員　　　津川　雅良　　　全日本電設資材卸業協同組合連合会

　　　賛助会員　　　坂本　真人　　　一般財団法人流通システム開発センター

　　　賛助会員　　　根岸　大介　　　一般財団法人流通システム開発センター

　　　賛助会員　　　帆足　弘治　　　一般財団法人建設業振興基金
　　　事 務 局　　　菅又　久直
　　　一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
　　　事 務 局　　　斉藤　良一
　　　一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会

出席者19名
４．議事概要　
　2015年度第2回国際／業界横断EDIタスクフォースはリーダー兼子氏の進行で以下の議事を実施した。

４－１．第1回国際／業界横断EDIタスクフォース議事録の確認
・前回議事録の確認を行った。（事務局菅又氏）
・特に異議なし。
４－２．領域メッセージ展開状況
４－２－１．自動車部品業界現品票プロセスへの展開計画

・展開計画について事務局菅又氏より説明があった。（資料：業界横断2015-2-03）
・現在､トヨタWGにて検討が進んでいる展開計画状況の説明があった。
・EDIメッセージの特徴は､先行スケジュールベースのプロセスであること。また、現品票は各社各様でありこれをどのように標準化するかがポイントになった。
・DELFOR（内示､支給提示、注文）のプロセスは、検討も終り見通しが立った。

・DELJIT（納入指示）のプロセスは､かんばんの記述事項が各社各様でありどうするを検討してきたが､ほぼ合意が得られた。
・今後は9月1日までに国連CEFACTに提示したいと考えている。また、自動車業界との確認の時期など相談して決めて行きたい。
４－２－２．その他業界の状況
　その他業界の展開状況について､リーダー兼子氏から以下の説明があった。（資料：席上配布）
◆第四次産業革命と言われるIoT（インターネット・オブ・シングス）が成長戦略の解決策の1つ（日本経済新聞）､「日本再興戦略」改訂2015（内閣官房　日本経済再生総合事務局）発表など関心が高まっている。
◆小島プレスグループとしてもIoTを意識して､企業間情報連携基盤を新たに“ビジネスプラットフォーム”と呼んでいる。また、IoTはモノだがこれに対して金流を意識してIoM（インターネット・オブ・マネー）として提唱している。
◆日本発の“つながる工場”の記事で､紹介されているのが法政大学の西岡晴之教授である。この西岡教授が理事長となって6月18日に日本版の次世代生産システムを構築する企業連合「インダストリアル・バリューチェーン・イニシアチブ（IVI）」が発足した。企業連合には小島プレス工業も含めて５２法人が参加している。（日刊工業新聞）
このIVIは、日本発の標準モデル（リファレンスモデル）を作り世界に発信していくことを目的にしている。また、標準化においては“ゆるやかな標準“を狙いにしてその繋ぎ目に国連CEFACT標準を活用していく考えだ。
◆MRJ（三菱・リージョナル・ジェット）へ納入する部品の一貫生産に向けて中小９社が協同組合を結成した。これまでは外国製品が７０％を占めているが、今後は日本製品の比率を高めて行く狙いがある。小島プレスグループから真和工業が参加している。
◆H26年度の経済産業省補正予算事業で､真和工業が申請した案件（航空機部品の一貫生産におけるビジネスプラットフォームの整備）が採択されたので今年度実施する運びとなった。

◆豊田商工会議所の会員企業（約6000社のうち小規模は5000社ある）に対して4つのモデル化をしたビジネスプラットフォームを提供して推進していくことになった。（中部経済産業局等の推進体制）
４－３．新技術への対応
　前述の「日本再興戦略」改訂2015なども踏まえて今年度当タスクフォースで取り上げるべき新技術について事務局菅又氏より提案が有り、引続き意見交換が行われた。（資料：業界横断2015-2-04,業界横断2015-2-05）

[提案の骨子：菅又氏]
・ビジネスに根本的な影響を与えるかも知れない新技術とは
　　　　　　―――　IoT

            ―――　Big Data

　　　　　　―――　AI

　　　　　　―――　ロボット
・インダストリー4.0は新技術を取り込んだビジネスモデルと位置付ける
[参加者の意見]（発言順）
（遠城氏）
・インダストリー4.0はピンと来ない。コミュニケーションが重要だがまだ当社としてはモバイル/SNS/クラウドなども十分使えていない状況だ。
（川路氏）
・IoTに関する話は現場で幾つか聞いている。木材プレカット工場内の生産ラインの情報を集め整備・刃物交換に活かしたい、ゼネコンの建設現場では地盤のデータを集めて活用するなど。米国にビックデータの調査に行ったが、エレベータ会社では稼働状況を集めて診断し､事前に故障しないような対応をしている。また､広い牧場では牛の動態をセンサーで検知して出産時期を予測していた。
（稲野氏）
・MRJはEDIのパブリッククラウドで実現させたい。インダストリー4.0は是非SIPSで取り上げてやって欲しいと思う。
（根岸氏）

・物流関係の標準化（EPCIS：注１参照）を推進したい。
（佐々木氏）

・インダストリー4.0は中小企業での必要性があり考え始めている。
・水業界への展開はクラウド上にEDIを実装する方向で動いている。
（松本氏）

・日用雑貨業界での関心ある新技術は､ビッグデータ、見える化（研究中）､クラウドの活用などである。
（石垣氏）

・AFACTの課題でもあるが、新技術についてアジアとクロスチェンジしたら有効か。AFACTでは各国のＩＴに関する動向を毎年まとめて報告書としてを発行している。本日の話題は興味深いものが多く、このなかで日本の動向としてどこまで情報として出すかなど検討が必要。
（河野氏）

・アメリカでデータ標準化の動きがある。一方的に決められると日本は困る。石油化学業界としては､インダストリー4.0､IoT､CPSなどの勉強会を立ち上げた。

・日立が発表したIoT用小さなセンサーチップ(注２参照)が気になっている。

（藤野氏）

・流通業界はEコマースの標準化組織GCIの後継グループが、流通経済研究所で情報
連携の活動を行っている。

・流通経済研究所は10年後の「生活者起点のEDI」を研究してきたので今後もこれを
続けたい。

（長瀬氏）

・医療データ（Big Data）を集めて活用することを推進している。プロトタイプを作
る。
・インダストリー4.0はOMG(注3参照)が標準化を進めている様子。良くウオッチングし
て行く。

（津川氏）

・日本の「稼ぐ力」（経済産業省）､「金流EDI」に関心がある。

・今後、電機メーカーとSIPS研究会を結び付けて行きたい。
（加藤氏）

・EDIシステムと基幹システムの構築をやっている。メーカーの商品マスターをサーバに取込んだので今後も稼働企業を増やして行く。
（今井氏）

・FAXに替る手段（タブレット）やSNS､IoTなど色々と考えている。
（川内氏）

・長年共通EDIを推進してきたが、行き着くところはN：Nの接続でありクラウドで実現できるEDIプロバイダーを作ること。

・ドイツでやろうとしているインダストリー4.0は､企業間のデータ連携標準化と思う。これをSIPSが取り上げて欲しい。

（帆足氏）

・CINETの事務局を担当している。SIPSに参加しているのは古い体質からの脱却であり新しい情報を求めている。

（坂本氏）

・MSのクラウド活用など､またビッグデータはまだまだうまく商売に出来ていない。
[纏め]

1 意見を纏めるとクラウド､IoT,ビッグデータ、インダストリー4.0の要望が強いように思われる。（菅又氏）
2 本日の意見をもとに今年度の活動計画に取込んで行きたい。（兼子リーダー）

４－４．次回（第3回国際／業界横断EDIタスクフォース）会議予定
期日：2015年9月15日（火）
時間：14時―17時

場所：機械振興会館　6階 6-62会議室　
（注１）：EPCIS
EPCIS（EPCインフォメーション・サービス） は、物流の可視化を行う（商品の移動を把握する）ため、商品がどこにあったか、もしくは今どこにあるかの情報（この情報を可視化データと言います）を、コンピュータ・サーバに蓄え、共有するための仕様です。
コンピュータ・サーバ上に蓄える可視化データを同じフォーマットにしておけば、異なる企業間で情報が共有できるという考えがベースになっています。コンピュータ・サーバ上に蓄える情報は国際標準として決まっており、GS1が管理しています。
（注2)：日立のセンサーチップ
日立オートモティブシステムズは7月3日、センサー素子と制御回路を1チップ化した半導体ひずみセンサーの量産を開始したと発表した。同社が量産を開始したひずみセンサーは、独自開発の耐高温・低クリープ型の金属接合技術を活用することで、マイナス40℃～プラス120℃の環境下で高精度な計測が可能となった。共通のセンサー素子を用いながら、加重・圧力、トルク、引張といった物理量の変化に加え、低周波振動などの緩やかな変形も継続的に計測できるため、精密機器のレベリングや流量計測など幅広い分野で応用することができる。また、CMOSプロセスの採用による小型・低消費電力化を実現し、センサー素子を極小化することで電磁波ノイズの影響を最小限にとどめたことから、小型医療機器やインフラ構造物などへの適用も可能となった。同社は「今後、日立グループでは、車載をはじめ、自社の電力システム、建設機械、産業機器、医療機器、インフラ設備などにひずみセンサーを展開し、あらゆるモノをネットワークでつなぐことで、IoTに対応したソリューションサービスへの適用をめざします。」としている。
（注3）：OMG(Object Management Group)
OMGは、1989年に発足した、コンピューターアプリケーションのアーキテクチャー、テクノロジーに 関する標準を開発する非営利団体です。全世界の数百にのぼるIT関連会社、ITユーザーが会員となり、UML、BPMN、 SysMLなどの標準仕様を無償で提供しています。
　
配布資料 一覧： 　　

業界横断2015-2-01　第2回国際／業界横断EDI TF議事次第
業界横断2015-2-02　第1回国際／業界横断EDI TF議事録案

業界横断2015-2-03　自動車部品業界現品票プロセスへの取組
業界横断2015-2-04　日本再興戦略抜粋

業界横断2015-2-05　新技術への対応
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